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住まい耐震化のススメ
野焼きは原則禁止！
市功労者等を表彰

2
4
5

＜今月の表紙＞
　「第１回あやべカブトムシ相撲大会」（同大会実行委員会主催）
が７月20日、鍛治屋町の里山交流研修センターで開催されました。
大会には、市内外から子どもら32人が参加。「がんばれ！」など
と声援を送りながら、戦いの行方を見守りました。
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市
は
本
年
度
、
木
造
住
宅
を
耐
震
化
す
る
た
め
の
支
援
制
度
を
拡
充
し
ま
し
た
。

大
切
な
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
住
ま
い
の
耐
震
化
を
行
い
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

目
標
は
耐
震
化
率
95
％

市
内
の
住
宅
の
う
ち
、
木
造
住
宅
は

お
よ
そ
79
・
４
㌫
。
住
宅
全
体
の
う
ち
、

約
71
・
３
㌫
が
耐
震
化
済
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
市
は
平
成
28
年
度
に
、
市
建

築
物
耐
震
改
修
促
進
計
画
を
策
定
。
こ

の
中
で
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
住
宅
の

耐
震
化
率
を
95
㌫
に
近
づ
け
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

市
は
本
年
度
、
耐
震
化
の
取
り
組
み

を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
、
木
造
住
宅

耐
震
化
に
関
す
る
補
助
制
度
を
拡
充
。

耐
震
診
断
の
無
償
化
や
耐
震
改
修
の
補

助
額
の
引
き
上
げ
な
ど
を
行
い
、
よ
り

使
い
や
す
い
制
度
と
し
ま
し
た
。

震
度
７
で
１
万
棟
以
上
倒
壊
！

京
都
府
が
平
成
20
年
に
行
っ
た
府
地

震
被
害
想
定
調
査
結
果
で
は
、
市
を
横

断
す
る
上
林
川
断
層
を
震
源
と
す
る
震

度
７
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
市
内

の
建
物
３
万
８
５
０
０
棟
の
う
ち
、
１

万
６
３
０
０
棟
が
全
壊
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
７
年
に
発
生
し
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
死
者
の
う

ち
約
９
割
が
家
屋
、
家
具
な
ど
の
倒
壊

に
よ
り
命
を
失
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら

れ
た
木
造
住
宅
の
倒
壊
が
多
く
み
ら
れ

能登半島地震で倒壊した家屋

壁に合板を張り、住宅を補強
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ま
し
た
。

そ
の
後
も
新
潟
県
中
越
沖
地
震
、
東

日
本
大
震
災
、
能
登
半
島
地
震
な
ど
、

大
地
震
が
頻
発
。
地
震
は
い
つ
、
ど
こ

で
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
大
切

な
命
を
守
る
た
め
、
住
ま
い
の
耐
震
化

は
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
を
無
料
で
診
断

住
ま
い
の
強
度
を
調
べ
る
た
め
、
ま

ず
は
耐
震
診
断
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
は
本
年
度
か
ら
、
費
用
負
担
な
し
で

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。
対
象
は
、
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
着
工
し
完
成
し
て
い
る
住

宅
。
ま
ず
は
市
建
築
課
の
窓
口
で
配
布

し
て
い
る
「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の

耐
震
診
断
」
で
、
自
己
診
断
を
お
試
し

く
だ
さ
い
。
詳
し
い
要
件
等
は
上
囲
み

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
建
築
課
☎（
42
）４
２
８

７
へ
。

耐震診断士が無償で診断します

府木造住宅耐震診断士として登録された市内の建築士が診断します。
市内の木造住宅で①～③を全て満たす住宅が対象です。 （記事ID：1438）

耐震診断の評点が1.0未満の建物の耐震改修に対し補助します。

①延べ床面積の２分の１以上を住宅として使用しているもの（一戸建て・長屋住宅など）
②昭和56年５月31日以前に、着工し完成しているもの
③簡易耐震診断を用いた自己診断の結果、倒壊などの危険性が高いもの

　　　　　壁にすじかいを入れる▽合板を張る▽バランスよく壁を配置する
▽鉄筋コンクリートの基礎を増設する―など（記事ID：1909）
評点1.0以上にする場合
・設計費と工事費を合わせた金額の５／６（補助上限150万円）
評点0.7以上1.0未満にする場合（0.7未満の場合のみ）
・設計費と工事費を合わせた金額の４／５（補助上限100万円。多雪区域は上限120万円）
　※多雪区域：老富町、光野町、故屋岡町、睦寄町、五泉町、五津合町、八津合町
　　　　　少しでも耐震化を進めるための改修や屋根の軽量化のみの場合など（記事ID：1907）
・設計費と工事費を合わせた金額の４／５（補助上限40万円）

費用は無料！結果の説明や改修のアドバイスも行います

診断の結果（評点）

大地震（震度６強）で
倒壊する可能性

1.0以上1.5未満

一応倒壊しない

1.5以上

倒壊しない

0.7未満

倒壊する可能性が高い

0.7以上1.0未満

倒壊する可能性あり

本格改修

簡易改修

ポイント

診断
ステッ

プ❶

改修
ステッ

プ❷

まずは耐震診断を！

　能登半島地震をきっかけに、耐震診断
を申し込む人が増えています。すぐに改
修することが難しくても、診断を受け、
ご自身の住まいの強度を知ることで、今
後に備えることができます。
　耐震診断にかかる時間は、おおむね１
時間。家を訪問し、間取りや天井裏、床下、
壁の位置などを確認します。過去にリ
フォームをしていても、耐震化はされて
いないというケースもあります。安心し
て住み続けるためにも、まずは耐震診断
を受けてみませんか。

府木造住宅耐震診断士
近江邦光さん（上延町）
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大
半
は
野
焼
き
が
原
因

本
市
の
令
和
６
年
１
月
か
ら
７
月
ま

で
の
火
災
発
生
件
数
は
、
５
件
（
建
物

４
件
）
で
す
。
そ
の
う
ち
、
野
焼
き
を

原
因
と
す
る
火
災
は
２
件
。
毎
年
、
野

焼
き
は
火
災
の
主
な
原
因
の
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
。

野
焼
き
と
は
、
家
庭
や
事
業
所
か
ら

出
た
ご
み
や
刈
り
草
を
庭
や
空
き
地
な

ど
で
焼
却
す
る
こ
と
。
火
災
の
危
険
が

あ
る
だ
け
で
な
く
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
発
生
す
る

煙
や
ち
り
、
有
害
物
質
が
大
気
を
汚
染

し
、
近
隣
住
民
の
迷
惑
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
。
こ
の
法
律
に
違
反
す
る

と
、
５
年
以
下
の
懲
役
か
１
０
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
（
法
人
は
３
億
円
以
下

の
罰
金
）、
ま
た
は
こ
の
両
方
が
科
さ

れ
ま
す
。

事
前
に
必
ず
届
け
出
を

野
焼
き
は
、
宗
教
行
事
や
農
林
業
を

営
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
な

ど
、
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
＝
左
下
参
照
。
た
だ
し
、
事
前

に
消
防
署
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
野
焼
き
で

も
、
火
災
の
危
険
性
が
高
い
た
め
、
十

分
な
安
全
対
策
が
必
要
で
す
。
す
ぐ
に

消
火
が
で
き
る
よ
う
に
水
バ
ケ
ツ
等
を

準
備
し
、
火
が
完
全
に
消
え
る
ま
で
そ

の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
強
風
時
や
乾
燥
時
は
火
災

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
た
め
、
野
焼
き
を

し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

本
市
で
は
、
刈
り
草
の
焼
却
か
ら
建
物
や
山
林
へ
延
焼

す
る
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
り
、
野
焼

き
火
災
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
多
発
！
野
焼
き
は
原
則
禁
止
！

７月に全戸
配布した野
焼き火災予
防のチラシ

例外的に野外焼却が認められて
いるもの

野焼きに関するＱ＆Ａ

例）落ち葉等のたき火、キャン
プファイヤーなど

Q刈り草等はどうやって処分すればよいですか？

A家庭ごみは「守ろうごみマナー」に基づいて分
別し、市の収集に出すかクリーンセンターに直
接持ち込んでください。また、刈り草は農地に
還元するなど、ご協力をお願いします。

Q「火入れ（岸焼き）※」はどうすればよいです
か？

A事前に林政課へ申請し、許可を得てください。

※開墾準備や害虫駆除のため、生えたままの草木等を焼く
こと

たき火など軽微な焼却

例）風俗習慣上または宗教上の
どんど焼き、地域行事で使
用し不要になった門松やし
め縄焼きなど

行事のための焼却

例）農業や林業、漁業を営むた
めにやむを得ない稲わらの
焼却、あぜ草焼き、くん炭
など

※廃プラスチックの焼却は禁止

農林漁業のための焼却

＜問い合わせ＞
●たき火等を行う際の届け出
　消防署予防課 ☎（42）0119
●野焼きの相談、煙の苦情
　環境保全課 ☎（42）1489
●火入れ申請（岸焼き）
　林政課 ☎（42）4362
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大
山
勇
（
睦
合
町
）

平
成
11
年
７
月
か
ら
通
算
７
期
21
年

に
わ
た
り
、
市
農
業
委
員
会
委
員
を
務

め
、
農
地
法
に
基
づ
く
農
地
の
権
利
移

動
の
許
可
や
農
地
転
用
案
件
へ
の
意
見

具
申
、
農
地
利
用
の
最
適
化
対
策
等
を

通
じ
て
、
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
。

ま
た
、
平
成
29
年
７
月
か
ら
１
期
３

年
、
農
業
委
員
会
運
営
委
員
と
し
て
、

活
動
支
援
と
活
性
化
に
も
寄
与
さ
れ

た
。

川
端
貞
男
（
十
倉
志
茂
町
）

平
成
７
年
２
月
か
ら
29
年
、
十
倉
土

地
改
良
区
の
理
事
長
と
し
て
同
区
の
健

全
運
営
と
施
設
管
理
に
貢
献
さ
れ
た
。

ま
た
、
府
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

理
事
や
綾
部
支
部
長
な
ど
を
歴
任
し
、

府
内
の
土
地
改
良
事
業
に
尽
力
。
さ
ら

に
、
平
成
14
年
７
月
か
ら
２
期
６
年
、

農
業
委
員
と
し
て
農
業
振
興
に
も
寄
与

さ
れ
た
。
加
え
て
、
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
理
事
長
と
し
て
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
づ
く
り
に
も
貢
献
さ
れ
た
。

高
升
正
彦
（
青
野
町
）

綾
部
市
立
病
院
開
設
前
の
平
成
２
年

４
月
に
赴
任
、
同
年
８
月
の
開
院
以
降

は
地
域
医
療
の
中
核
病
院
化
や
研
修
医

育
成
等
に
尽
力
さ
れ
た
。
平
成
30
年
４

月
か
ら
６
年
間
、
病
院
長
を
務
め
、
病

院
の
質
的
充
実
と
健
全
経
営
を
推
進
。

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
時
に
は
、
陽
性
患
者

の
入
院
・
治
療
体
制
を
整
え
る
な
ど
、

地
域
医
療
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た
。

山
﨑
清
吾
（
故
屋
岡
町
）

平
成
28
年
４
月
か
ら
２
期
８
年
に
わ

た
り
、
綾
部
市
副
市
長
を
務
め
、
市
長

の
補
佐
役
と
し
て
本
市
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
。
こ
の
間
、
各
種
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
責
任
者
の
ほ
か
、

コ
ロ
ナ
禍
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
本

部
の
本
部
長
と
し
て
集
団
接
種
の
指
揮

を
執
る
な
ど
、
各
事
業
の
推
進
に
尽

力
。
さ
ら
に
、
各
種
行
政
委
員
会
の
委

員
長
等
も
歴
任
し
、
地
方
自
治
の
進
展

に
寄
与
さ
れ
た
。

河
北
綾
子
（
東
京
都
）
▽
四
方
祥
樹

（
同
）
▽
出
口
紅
（
亀
岡
市
）
▽
山
下

ア
サ
ノ
（
神
宮
寺
町
）
▽
科
研
電
機

（
福
知
山
市
）

現
長
（
並
松
町
）

地
域
戦
隊
キ
ミ
レ
ン
ジ
ャ
ー（
里
町
）

市功労者等を表彰
　市は市制施行記念日の８月１日、功労者等表彰式を開催。功労者４人、篤志者４人・１団体、
分野別功績者１団体、善行者１団体を表彰しました。被表彰者は次の皆さんです（敬称略、順不同）。

功
労
者

篤
志
者

善
行
者

分
野
別
功
績
者

表彰式に出席された皆さん
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「
親
友
」
の
定
義
と
は―

。
も
と
よ

り
答
え
は
ひ
と
つ
で
は
な
か
ろ
う
が
、

〝
内
面
の
奥
ま
で
語
り
合
え
る
間
柄
〞

と
私
は
勝
手
に
解
釈
し
て
い
る
。
人
に

は
良
い
心
と
そ
う
で
な
い
心
が
常
に
同

居
し
て
い
る
と
思
う
。
で
き
る
だ
け
良

心
を
前
面
に
出
し
た
い
と
努
め
つ
つ

も
、
時
と
し
て
後
者
が
顔
を
出
す
。
世

の
舌
禍
事
件
の
多
く
は
、
そ
の
忌
ま
わ

し
い
思
い
が
言
葉
と
な
っ
て
発
せ
ら
れ

た
場
合
が
多
い
。
親
し
き
中
に
も
云
々

と
い
っ
た
戒
め
も
あ
る
も
の
の
、
そ
う

し
た
良
く
な
い
面
も
含
め
て
内
奥
を
曝

け
出
す
に
は
強
く
深
い
信
頼
関
係
が
前

提
と
な
る
が
、
そ
れ
こ
そ
が
親
友
の
証

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
が
親
友
の
一
人
と
し
て
思
い
浮
か

ぶ
人
に
Ｙ
さ
ん
が
い
る
。
前
職
の
金
融

マ
ン
時
代
に
仕
事
の
関
係
で
知
り
合

い
、
も
う
30
年
以
上
経
つ
。
出
会
っ
た

頃
、
彼
は
独
立
し
て
広
報
誌
な
ど
の
出

174

版
会
社
を
立
ち
上
げ
た
ば
か
り
で
、
海

外
広
報
の
担
当
を
し
て
い
た
私
を
ア
ポ

も
な
く
飛
び
込
み
営
業
で
訪
ね
て
き

た
。
眼
光
鋭
く
日
本
人
離
れ
し
た
彫
の

深
い
顔
立
ち
に
一
瞬
身
構
え
た
が
、
そ

の
風
貌
か
ら
は
想
像
し
難
い
ほ
ど
マ
メ

で
繊
細
な
面
が
あ
り
、
次
第
に
親
し
く

な
っ
て
い
っ
た
。
私
の
転
勤
な
ど
で
空

白
期
間
も
あ
っ
た
が
、
ひ
ょ
ん
な
事
か

ら
ゴ
ル
フ
仲
間
と
も
な
り
、
出
会
う
回

数
が
増
え
る
に
つ
れ
て
一
番
本
音
を
語

れ
る
間
柄
に
な
っ
た
。と
は
言
っ
て
も
、

談
話
の
多
く
は
彼
が
グ
ラ
ス
片
手
に
己

を
延
々
と
語
り
続
け
、
私
は
ほ
と
ん
ど

聞
き
役
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
が
、

そ
れ
で
も
人
生
の
節
目
で
は
貴
重
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
数
多
く
い
た
だ
き
今
に

至
っ
て
い
る
。

そ
の
〝
親
友
〞
が
今
、
闘
病
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
実
は
ナ

イ
ー
ブ
な
一
面
が
災
い
し
た
の
か
、
一

時
は
心
身
と
も
に
病
み
深
刻
な
状
態
で

あ
っ
た
が
、Ｙ
夫
人
の
懸
命
な
看
病
で

回
復
途
上
に
あ
る
と
の
こ
と
。
と
も
に

人
生
の
第
四
コ
ー
ナ
ー
に
入
っ
た
今
、

元
気
を
取
り
戻
し
た
彼
と
再
び
グ
ラ
ス

を
傾
け
、
ゴ
ル
フ
談
義
も
交
え
な
が
ら

時
の
経
つ
の
を
厭
う
こ
と
な
く
、
思
う

存
分
〝
Ｙ
さ
ん
節
〞
に
興
じ
た
い
も
の

だ
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

交
遊
抄

さ
ら

あ
か
し

う
ん
ぬ
ん

ほ
り

い
と

竹
を
資
源
に
地
域
振
興

水
源
の
里
・
か
ん
ば
ら
は
、
平
成
30

年
に
設
立
。
Ｊ
Ｒ
山
家
駅
が
あ
る
立
地

を
生
か
し
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
を

集
め
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う

と
、
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

主
な
取
り
組
み
の
一
つ
が
竹
林
の
整

備
で
す
。
由
良
川
に
架
か
る
観
光
名
所

「
上
原
橋
」（
つ
り
橋
）
周
辺
の
景
観
美

化
な
ど
を
目
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
伐
採
し
た
竹
は
灯
籠
に
し
て
地
域

に
設
置
し
た
り
、
竹
チ
ッ
プ
を
原
料
に

し
た
堆
肥
で
カ
ブ
ト
ム
シ
を
繁
殖
さ
せ

た
り
す
る
な
ど
し
て
有
効
活
用
。
こ
れ

ら
の
事
業
を
「
バ
ン
ブ
ー
・
ビ
ー
ト
ル
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
推
進
し
て
い

ま
す
。
将
来
的
に
は
、
竹
を
農
地
の
土

壌
改
良
剤
に
加
工
し
、
特
産
品
の
開
発

と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
計
画
。
野
口

久
徳
代
表
は
「
次
代
へ
の
下
地
づ
く
り

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
事
業
を
進
め
る
と

と
も
に
、
今
後
も
竹
の
活
用
方
法
を

探
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
他
の
水
源

の
里
集
落
と
の
連
携
を
強
化
し
、
共
に

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
け
た

ら
―
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ

と
、
あ
や
べ
水
源
の

里
。
そ
の
活
動
を
順
に

紹
介
し
な
が
ら
、
集
落

の〝
元
気
の
ヒ
ミ
ツ
〞
や

日
々
を
楽
し
く
暮
ら
す

コ
ツ
を
探
り
ま
す
。

水
源
の
里
・

か
ん
ば
ら５月には「カブトムシ幼虫掘り出し体験」を開催。

子どもたちでにぎわった

地域を竹灯籠で彩る「竹あかり」。辺りが幻想
的な光に包まれる
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協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

握った左手に右手親指を付け
人差し指を伸ばす

人差し指を右へ半回転する

今
月
の
手
話地

域

つながろう

手話
で

シ
リ
ー
ズ

人
権
を
考
え
る

８
月
は
人
権
強
調
月
間

自
分
ご
と
と
し
て
考
え
よ
う

人
権
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
を

府
と
京
都
人
権
啓
発
推
進
会
議
は
、

毎
年
８
月
を
「
人
権
強
調
月
間
」
と
定

め
、
啓
発
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
人

権
と
は
、
人
が
人
ら
し
く
生
き
て
い
く

た
め
に
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い

る
権
利
で
す
。私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

人
権
問
題
を
自
分
以
外
の
「
誰
か
」
の

こ
と
で
は
な
く
、
自
分
の
こ
と
と
し
て

捉
え
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
う
社

会
の
実
現
を
共
に
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

市
教
育
委
員
会
は
、
市
内
の
各
種
団

体
等
と
共
催
し
、
８
月
か
ら
12
月
に
か

け
て
毎
月
１
回
、
人
権
を
考
え
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
人

権
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

市
民
意
識
調
査
を
実
施

社
会
に
は
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）

を
は
じ
め
、
女
性
や
子
ど
も
、
障
害
の

あ
る
人
、
外
国
人
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
な
ど
に
対
す
る
人
権
侵
害
が
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
存
在
し
て
い
ま
す
。
市

は
、
令
和
４
年
４
月
に
「
綾
部
市
人
権

尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
施
行
。

市
と
市
民
、
事
業
者
等
の
責
務
を
明
確

化
し
、
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
は
本
年
度
、
市
民
の
人
権
に
関
す

る
意
識
調
査
を
実
施
。
現
状
と
課
題
を

明
ら
か
に
し
た
上
で
、
令
和
７
年
度
を

始
期
と
す
る
「
第
４
次
綾
部
市
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
」（
か
が
や
き
プ

ラ
ン
）
を
策
定
し
、
多
岐
に
わ
た
る
人

権
問
題
の
解
消
に
向
け
、
人
権
施
策
を

総
合
的
、
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

　図書館では、毎月テーマを決めて本を展示。９月
は「正しく知ろう！認知症」をテーマに、関連する
本を100冊展示します。

　１階の展示棚＝写真左＝、２階ギャラリー＝写真右
＝では、いろんなテーマで本を展示。思いがけない本
との出会いが待っていますよ！

図書館ほんでほんで通信mini図書館ほんでほんで通信mini

＜問い合わせ＞ 図書館☎(42)6980 F(42)4570

９月は認知症に関する本を展示！

９月１日（日）～29日（日）
１階文学の森入り口の展示棚

期間
場所

＜問い合わせ＞
　社会教育課☎(42)4326 F(43)0991

日時  ８月30日（金）午後７時～
場所  中央公民館（里町）
演題  性はグラデーション
講師  東根歩夢､東根泰三､いよたみのり
　　 （特定非営利活動法人 MixRainbow）

ミックスレインボー

第１回人権を考えるセミナー

広報あやべ　　　　　　 2024.8
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月の子育て行事

相談・教室など

育児相談 
助産師相談 

行 事 名 対　象 日　時
生後４カ月～就学前の乳幼児とその保護者 
妊婦、産後のママ（里帰り中も可）、その家族

離乳食講座 生後５～11カ月ごろの乳児の保護者

ぷくぷくひろば 妊婦、生後６カ月までの乳児と産婦、その家族

産後ママのリフレッシュケア おおむね生後１～６カ月までの乳児と産婦

９月３日(火)午前 
９月４、11、18、25日(水)9:00～正午
９月６日(金)離乳食初期＝9:30～10:30

離乳食中・後期＝10:45～11:45
（オンライン参加も可）
９月10日(火)9:30～正午
（前後する場合があります）
９月27日(金)10:00～14:30  

9

にこにこひろば（物部児童館） ☎(49)1195　F(45)8825

夏のお店やさんごっこ 

おまわりさんの優しい交通安全教室 

９月お誕生会＆おたのしみ 

未就学の子と保護者

９月２日(月)

９月９日(月)

９月30日(月)

時 間 予約

★

日 程対 象イベント

★は要予約

のびのびひろば（宮代児童センター） ☎(42)9845 F(45)8825

ボールプール 
木のおもちゃ遊び 
運動会練習 

未就学の子と保護者 10:30～正午

10:30～正午

９月12日(木)
９月19日(木)
９月26日(木)

時 間 予約日 程対 象イベント

子育てねっと

あやっこひろば（あやテラス内） ☎(45)6377　F(45)8825

おやこde体操（リズム体操）

CoCoぷらす講座（ミュージック・ケア）

CoCoひろば（運動会）

２歳～２年生の子と保護者（15組）

０～３歳の子と保護者   

未就学の子と保護者

９月７、21日(土)

９月13日(金)

９月25日(水)

時 間 予約日 程対 象イベント

みにみにひろば（なかすじ児童センター） ☎(44)1022 F(45)8825

おみせやさんごっこ 
プレゼントつくり（敬老の日） 
簡単おもちゃつくり 
８、９月のおたんじょう会 

未就学の子と保護者

９月３日(火)
９月10日(火)
９月17日(火)
９月24日(火)

時 間 予約

★

日 程対 象イベント

10:30～正午

＜申し込み・問い合わせ＞
　こども支援課  ☎(42)0020  F(42)5488  　 kodomoshien@city.ayabe.lg.jp

※場所は、産後ママのリフレッシュケアはあやべ温泉二王館（睦寄町）。その他は、保健福祉センター（青野町）

10:30～11:00

10:30～11:30

★

★

広報あやべ　　　　　　 2024.89

あやちゃん健康だより

子宮頸がん
予防ワクチン

里山エリアはぐくみ事業スタート！

成人男性の風しん抗体検査・
　　　　　　 風しん予防接種

無料期間終了が迫っています!

  対　象
昭和37年4月2日～昭和54年4月1日生まれの男性

  無料接種期間
令和７年２月28日(金)まで
抗体検査は、令和７年１月末までに
受けましょう。

詳しくはこちら▶

【詳しくはこちら】 【予診票の発行はこちらから】

＜問い合わせ＞
　保健推進課
　☎(42)0111 F(42)5488

健康ひろばに参加しませんか？健康ひろばに参加しませんか？

  対　象
市内在住の人
  定　員
各回先着15人（要予約）
  持ち物
健診結果、検査結果等
  申し込み
保健推進課へ

今後の予定は、次号から
「子育てねっと」（本紙８面）で
お知らせします。

９月８日（日）ピラティス
　  基幹集落センター（鷹栖町）

９月29日（日）ベビトレヨガ
　  志賀郷公民館（志賀郷町）

＜問い合わせ＞
こども支援課☎(40)0020 F(42)5488

＜問い合わせ＞
こども支援課
☎(42)0020 F(42)5488

申し込みは
こちらから

午前９時30分～11時

午前９時30分～11時

午後１時30分～３時

午前９時30分～11時

午前９時30分～11時

８月26日(月)

９月２日(月)

９月５日(木)

９月６日(金)

月 日 時　間 場　所

志賀郷公民館（志賀郷町）

林業者等健康管理センター（故屋岡町）

観光センター（八津合町）

物部営農指導センター（物部町）

健康ファミリーセンター（武吉町）

　皆さんの健康づくりのための教室です。今年度のテーマは「血糖値とおやつの上手な付き合い方」。
健康メニューの試食会も予定しています。

　風しんを予防し周囲への感染を防ぐために、抗
体検査・予防接種を受けましょう。

　高校１年生相当の人とキャッチアップ接種の対
象者（平成９年４月２日～平成20年４月１日生
まれ）は、無料接種期間が今年度で終了します。
期間内に３回接種を完了するには、９月中に第１
回目の接種が必要です。
　この機会を逃すと、最大10万円の費用がかか
ります。

　英語リトミック、ヨガ、ミュージックケアなど、親子
の健康づくりをサポートする教室を各地区公民館で開催
します。対象は、生後２カ月～小学６年生の子どもとそ
の保護者。親子一緒に楽しく体を動かしましょう！ 

９月の予定

場

場
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申
し
込
み
／
前
日
の
16
時
ま
で
に

同
セ
ン
タ
ー
へ
。
そ
の
他
／
月
〜

金
曜
日
の
９
時
〜
正
午
と
13
時
〜

16
時
、
電
話
か
対
面
で
の
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０（
０
７
８
）３
９
４

無
料
開
放
日
を
増
設

あ
い
セ
ン
タ
ー
は
10
月
か
ら
、

第
１
日
曜
日
に
加
え
、
第
３
日
曜

日
も
無
料
で
研
修
室
を
開
放
し
ま

す
。
予
約
制
で
、
使
用
日
２
カ
月

前
の
月
初
め
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。
使
用
で
き
る
の
は
、
１
団
体

に
つ
き
、
１
カ
月
に
半
日
単
位
で

１
回
で
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
F（
42
）２
０
３
０

府
要
約
筆
記
者
養
成
講
座（
前
期
）

府
は
、
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
人

や
途
中
で
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
人

に
、
話
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く

書
い
て
伝
え
る
「
要
約
筆
記
者
養

成
講
座
」
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。

日
程
／
共
通
講
座
＝
10
月
20
日

（
日
）、
11
月
２
日（
土
）、
17
日

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
相
談

し
ま
せ
ん
か

綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は
、

こ
こ
ろ
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減

で
き
る
よ
う
に
「
こ
こ
ろ
の
健
康

に
関
す
る
家
族
相
談
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
同
じ
立
場
の
家
族
や
京

都
府
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
員
が
、

精
神
障
害
者
の
い
る
家
族
が
持
つ

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
の
相
談
に
乗

り
ま
す
。

日
時
／
９
月
17
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分
。
場
所
／
あ
や
べ
・

日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
２
会
議
室

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、西
町
三
丁
目
）。

対
象
／
市
内
在
住
の
人
。

問
同
会
会
長
　
永
井
智
子

　
☎
０
８
０（
１
４
５
８
）８
７
５
９

　
障
害
者
支
援
課

　
☎（
42
）４
３
１
８

F（
42
）８
９
５
３

出
張
が
ん
個
別
相
談

府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
が
ん
に
関
わ
る
出
張
相

談
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
９
月
19
日（
木
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分
。
場
所
／
府
中
丹
東

保
健
所（
舞
鶴
市
）。
相
談
員
／
保

健
師
か
看
護
師
。相
談
料
／
無
料
。

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
９
月
21
日（
土
）10
時
〜
13

時
。
場
所
／
Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル（
西
町
一

丁
目
）、
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア（
青
野

町
）。
申
し
込
み
／
映
画
上
映
会

は
９
月
17
日（
火
）ま
で
に
同
協
議

会
へ（
先
着
２
０
０
人
）。
そ
の
他

／
９
月
14
日（
土
）〜
16
日（
月
・

祝
）、
青
野
町
の
グ
ン
ゼ
集
蔵
で
、

若
年
性
認
知
症
の
当
事
者
で
あ
る

下
坂
厚
さ
ん
の
写
真
展
を
開
催
。

市
内
在
住
の
認
知
症
当
事
者
が
撮

影
し
た
写
真
も
展
示
し
ま
す
。

問
同
協
議
会

　
☎（
43
）２
８
８
１

F（
43
）２
８
８
２

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

綾
部
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

認
知
症
の
人
や
家
族
を
地
域
で
支

え
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
９
月
９
日（
月
）13
時
〜
15

時
。
場
所
／
も
の
づ
く
り
交
流
館

多
目
的
ホ
ー
ル（
青
野
町
）。
申
し

込
み
／
９
月
３
日（
火
）ま
で
に
同

協
議
会
へ
。

問
同
協
議
会

　
☎（
43
）２
８
８
１

F（
43
）２
８
８
２

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

綾
部
市
総
合
防
災
訓
練

　
９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」
に

ち
な
ん
で
、
綾
部
市
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
／
９
月
１
日（
日
）９
時
〜
12

時（
予
定
）。
場
所
／
総
合
運
動
公

園（
上
杉
町
）。
内
容
／
情
報
伝
達

訓
練
▽
避
難
訓
練
▽
避
難
所
運
営

訓
練
▽
救
出
訓
練
▽
消
防
団
に
よ

る
一
斉
放
水
訓
練
▽
防
災
に
関
す

る
各
種
展
示―

な
ど
。
そ
の
他
／

当
日
９
時
か
ら
、
防
災
行
政
無
線

に
よ
る
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
や
緊
急
速

報
メ
ー
ル
送
信
等
を
行
い
ま
す
。

問
防
災
・
危
機
管
理
課

　
☎（
42
）４
２
２
２

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

２
０
２
４
i
n
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｅ

市
と
綾
部
市
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
９
月
の
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
月
間
」
に
合
わ
せ
「
世
界
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
２
０
２
４

i
n
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｅ
」
を
開
催
し
ま

す
。
映
画
「
オ
レ
ン
ジ
・
ラ
ン
プ
」

の
上
映
と
メ
モ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
を

行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

10

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

募
集

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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＝メール

（
日
）。
手
書
き
コ
ー
ス
＝
令
和
７

年
１
月
18
日（
土
）、
２
月
１
日

（
土
）、22
日（
土
）。パ
ソ
コ
ン
コ
ー

ス
＝
令
和
７
年
１
月
11
日（
土
）、

26
日（
日
）、
２
月
23
日（
日
・
祝
）。

講
座
に
加
え
、
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
自

宅
学
習
可
。
時
間
／
10
時
30
分
〜

16
時
30
分
。
場
所
／
府
聴
覚
言
語

障
害
セ
ン
タ
ー
（
城
陽
市
）。
パ

ソ
コ
ン
コ
ー
ス
は
、
京
都
市
聴
覚

言
語
障
害
セ
ン
タ
ー（
京
都
市
中

京
区
）。受
講
料
／
無
料
。た
だ
し
、

テ
キ
ス
ト
代
４
千
円
と
教
材
費
等

一
部
自
己
負
担
あ
り
。
申
し
込
み

／
９
月
９
日（
月
）〜
30
日（
月
）17

時
。
そ
の
他
／
申
し
込
み
方
法
な

ど
は
、
京
都
聴
覚
言
語
障
害
者
福

祉
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
。

問
同
協
会
（
府
要
約
筆
記
者
養
成

　
講
座
事
務
局
）

　
☎
０
７
７
４（
30
）９
０
０
０

　
☎
０
７
７
４（
55
）７
７
０
８

令
和
６
年
度
明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

　
府
選
挙
管
理
委
員
会
と
府
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
明
る
い

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
や
標
語
作
品

め
る
危
険
物
取
扱
者
試
験
の
受
験

に
際
し
、
必
要
な
予
備
知
識
を
習

得
す
る
た
め
の
講
習
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
９
月
28
日（
土
）９
時
〜
16

時
30
分
。
場
所
／
消
防
本
部
３
階

講
堂
（
味
方
町
）。
受
講
料
／
危

険
物
安
全
協
会
会
員
と
そ
の
従
業

員
、学
生
は
５
千
円
、そ
の
ほ
か
は

７
千
円
。テ
キ
ス
ト
代
別
途
必
要
。

申
し
込
み
／
同
本
部
予
防
課
へ
。

問
同
本
部

☎（
42
）０
１
１
９

F（
43
）１
４
８
３

ふ
れ
あ
い
出
張
市
長
室

市
長
が
、
市
内
の
団
体
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
も
と

へ
出
向
き
、
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の

活
動
内
容
な
ど
を
テ
ー
マ
に
座
談

会
形
式
で
交
流
し
ま
す
。

日
時
／
毎
月
、
第
２
木
曜
日
の
13

時
30
分
〜
15
時
。
第
４
木
曜
日
の

19
時
〜
20
時
30
分
。
祝
日
や
市
長

の
公
務
に
よ
っ
て
、
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
応
募
要
項
／
所

定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
持
参
か
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
秘
書
広
報
課
へ
。

問
同
課

　
☎（
42
）４
２
０
５

hisyokoho@
city.ayabe.lg.jp

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
／
府
内
の
小
・
中
学
校
、

高
等
学
校
の
児
童
・
生
徒
と
府
内

に
在
住
の
人
。
提
出
先
／
市
選
挙

管
理
委
員
会
。
児
童
・
生
徒
は
学

校
を
通
じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。提
出
期
限
／
９
月
６
日（
金
）。

問
同
委
員
会

　
☎（
42
）４
２
２
９

上
級
救
命
講
習

市
消
防
本
部
は
、
心
肺
蘇
生
法

を
は
じ
め
と
す
る
応
急
手
当
を
学

ぶ
上
級
救
命
講
習
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。受
講
は
無
料
で
す
。

日
時
／
９
月
13
、
20
、
27
日（
金
）

19
時
〜
22
時
。
場
所
／
消
防
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味
方

町
）。
内
容
／
成
人
・
小
児
・
乳

児
の
心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
、
異

物
除
去
法
、
搬
送
法
な
ど
。
申
し

込
み
／
９
月
12
日（
木
）ま
で
に
同

本
部
警
防
課
へ
。

問
同
本
部

☎（
42
）０
１
１
９

F（
43
）１
４
８
３

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

予
備
講
習
会

市
消
防
本
部
は
、
消
防
法
に
定

【記事の見方】 ☎＝電話　F＝ファクス

11

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告

市
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

仕
様
／
１
枠
は
縦
60
ピ
ク
セ
ル
、

横
１
８
３
ピ
ク
セ
ル
。
32
㌔
バ
イ

ト
以
内
で
ｇ
ｉ
ｆ
形
式
（
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
不
可
）。
期
間
／
原

則
10
月
１
日（
火
）〜
令
和
７
年
３

月
31
日（
月
）。
費
用
／
１
月
５
千

円
。
掲
載
場
所
／
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

下
部
。
申
し
込
み
／
８
月
30
日

（
金
）ま
で
に
秘
書
広
報
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
０
５

hisyokoho@
city.ayabe.lg.jp

　
８
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
１
２
０
人
（
男
１

４
４
５
３
、
女
１
５
６
６
７
）。
世

帯
数
は
１
３
７
５
８
世
帯
で
す
。

　
同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

５
件
（
建
物
４
件
）
で
す
。

７
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る
ご

み
は
４
１
９
㌧
（
前
年
同
月
比
２
・

８
㌫
増
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理
す

る
ご
み
は
68
㌧
（
同
10
・
１
㌫
減
）

で
し
た
。

人
口
・
火
災

家
庭
ご
み
の
処
理
量

広報あやべ　　　　　　 2024.8



介
護
者
家
族
教
室

■日
９
月
13
日（
金
）■時
13
時
30
分
〜
15
時

■場
社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
43
）２
８
８
８

F（
43
）２
８
８
２

糖
尿
病
教
室

■日
９
月
18
日（
水
）■時
14
時
〜
15
時

■場
市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

定
員
50
人

■問
市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

F（
42
）７
８
７
０

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日
９
月
20
日（
金
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時

■場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人

■申
■問
保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
ぁ
談
義

■日
９
月
24
日（
火
）■時
11
時
〜
14
時

■場
古
民
家
カ
フ
ェ
轍（
十
倉
志
茂
町
）

■申
■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１

F（
43
）２
８
８
２

久
原
の
荒
神
八
朔
祭

■日
９
月
１
日（
日
）■時
10
時
〜

■場
岩
王
神
社
（
七
百
石
町
）

■問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

F（
42
）８
５
１
４

第
38
回
中
丹
文
化
芸
術
祭
コ
ー

ラ
ス
フ
ェ
ア
２
０
２
４

■日
９
月
７
日（
土
）■時
13
時
〜

■場
中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問
中
丹
文
化
事
業
団

☎（
42
）７
７
０
５
F（
42
）７
７
８
３

第
38
回
中
丹
文
化
芸
術
祭
中
丹

写
真
展

■日
９
月
21
日（
土
）、
22
日（
日
・
祝
）

■時
10
時
〜
17
時（
22
日
は
16
時
ま
で
）

■場
舞
鶴
市
総
合
文
化
会
館（
舞
鶴
市
）

■問
中
丹
文
化
事
業
団

☎（
42
）７
７
０
５
F（
42
）７
７
８
３

萩
ま
つ
り
（
岩
王
寺
）

■日
９
月
22
日（
日・祝
）■時
10
時
〜
15
時

■場
岩
王
寺（
七
百
石
町
）

■問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

F（
42
）８
５
１
４

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
フ
ェ
ス×

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ×

手
作
り
市

■日
９
月
23
日（
月
・
振
）■時
10
時
〜

■場
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
、
グ
ン

ゼ
博
物
苑
集
蔵
（
青
野
町
）

■問
あ
や
べ
特
産
館
☎（
43
）０
８
１
１

F（
43
）０
８
３
３

萩
ま
つ
り
（
正
暦
寺
）

■日
９
月
23
日（
月
・
振
）■時
10
時
〜
15
時

■場
正
暦
寺
（
寺
町
）

■問
正
暦
寺
☎（
42
）０
９
８
０

女
性
相
談
（
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
）

■日
９
月
４
、
18
日（
水
）

■時
13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

各
日
定
員
３
人
、１
人
50
分

■申
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

F（
42
）２
０
３
０

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日
９
月
４
、
18
日（
水
）

■時
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■場
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

※

各
日
定
員
３
人

■申
■問
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

も
の
忘
れ
相
談

■日
９
月
４
日（
水
）■時
14
時
〜
16
時

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
２
組
。
自
宅
等
へ
の
訪
問

対
応
に
つ
い
て
は
要
相
談

■申
■問
地
域
包
括
支
援
課

☎（
42
）４
２
６
２

F（
42
）０
０
４
８

北
部
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
巡
回
相
談

■日
９
月
６
日（
金
）■時
10
時
〜
16
時

■場
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申
■問
府
ひ
と
り
親
家
庭
北
部
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
☎（
23
）２
７
７
１

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
就
職
相
談

■日
９
月
10
、
24
日（
火
）

■時
９
時
〜
17
時

■場
10
日
＝
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、24
日
＝
綾
部
会
館（
味
方
町
）

※

各
日
定
員
７
人

■申
■問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

☎（
22
）３
８
１
５

F（
22
）３
８
１
６

人
権
相
談

■日
９
月
10
日（
火
）■時
13
時
〜
15
時

■場
市
役
所
西
庁
舎
、
物
部
会
館
（
物

部
町
）、
上
林
い
き
い
き
セ
ン
タ

ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
９
月
６
日（
金
）ま

で
に
申
し
込
み
必
要

■申
■問
人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

12

講
座
・
教
室

相

談

催
し
な
ど

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
9
〜
10
月
上
旬
〉

お間違えなく  市立病院☎（43）0123
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耳
の
こ
と
相
談
（
巡
回
型
）

■日
９
月
10
日（
火
）■時
13
時
〜
16
時

■場
ふ
れ
あ
い
の
家
（
栗
町
）

■申
■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

交
通
事
故
相
談

■日
９
月
12
、
26
日（
木
）

■時
９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場
福
知
山
総
合
庁
舎
（
福
知
山
市
）

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日
９
月
12
日（
木
）

■時
９
時
30
分
〜
10
時
30
分
、
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

■場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

各
時
間
定
員
２
人

■申
■問
保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

福
祉
の
お
仕
事
相
談
会

■日
９
月
12
日（
木
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

☎（
22
）３
８
７
８
F（
22
）３
８
１
６

空
き
家
相
談
会

■日
９
月
12
日（
木
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。先
着
２
組
。

申
し
込
み
は
９
月
５
日（
木
）ま
で

■申
■問
定
住
・
地
域
政
策
課

☎（
42
）４
２
７
０

行
政
書
士
相
談

■日
９
月
13
日（
金
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問
総
務
課
☎（
42
）４
２
１
８

調
停
相
談

■日
９
月
18
日（
水
）■時
９
時
〜
正
午

■場
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日
９
月
18
日（
水
）

■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問
税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■日
９
月
19
日（
木
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
１
階
会
議
室

※

内
容
は
求
職
登
録
や
職
業
紹
介
な
ど

■問
商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

法
律
相
談

■日
９
月
19
日（
木
）■時
13
時
〜
17
時

■場
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
９
月
12
日（
木
）８
時

30
分
〜
。
先
着
10
人
。１
人
20
分

■申
■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

行
政
相
談

■日
９
月
20
日（
金
）■時
13
時
〜
15
時

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

男
性
の
た
め
の
相
談（
電
話
相
談
）

■日
９
月
20
日（
金
）■時
18
時
〜
20
時

■申
■問
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
F（
42
）２
０
３
０

成
年
後
見
相
談

■日
９
月
25
日（
水
）■時
13
時
〜
15
時

■場
社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問
同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

F（
43
）２
８
８
２

償
還
・
生
活
相
談

■日
９
月
27
日（
金
）■時
13
時
〜
15
時

■場
社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

※

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
を
借
入
し
た
人

対
象

■申
■問
同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日
10
月
１
日（
火
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所

※

申
し
込
み
は
９
月
24
日（
火
）〜

27
日（
金
）

■申
■問
商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日
９
月
１
日（
日
）■時
９
時
〜
18
時

■場
西
町
一
丁
目

☎
F（
42
）２
０
３
０

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日
９
月
８
日（
日
）■時
９
時
〜
17
時

■場
上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

F（
44
）０
９
９
１

本
庁
舎

■日
９
月
５
、
12
、
19
、
26
日（
木
）

■時
19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
年
金
関
係
の
届
出
、

各
種
証
明
書
の
発
行

■問
市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

（
42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税
・
料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問
会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

７
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

渡
辺
正
道
（
十
倉
向
町
）
１
万
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
）

３
千
円

前
田
道
子
（
寺
町
）

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

２
９
８
件

６
４
３
万
３
５
０
０
円

【記事の見方】 ■日＝日程  ■時＝時間  ■場＝場所  ■申＝申し込み必要  ■問＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

13

窓
口
延
長

無
料
開
放

18
時館17時
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　市は７月20日、大島町の市民プールのリニューアル
式典を開催し、完成を祝いました。

　この日は、プールの指定管
理者である水夢（山本雄史社
長）が行ったイベントに約
170人が訪れました。多くの
子どもらが、ヨーヨー釣りや
スーパーボールすくい、浮島
の上での手押し相撲など、多
彩な催しを満喫しました。

市民プールがリニューアルオープン！

　市は７月23日、大塚製薬と包括連携協定を締結
しました。協定の内容は▽市民の健康維持・増進
と熱中症対策▽スポーツ振興▽災害時の応援協力
―など。市役所で行った締結式で山崎市長は「災
害時等の連携を心強く思う。市民の健康寿命延伸
に共に取り組んでいきたい」と話しました。今後
は連携して、熱中症対策を行うアンバサダー養成
講座の開催や、災害対応型自動販売機の設置など
に取り組みます。

大塚製薬と包括連携協定を締結

　市は８月１日、窓
口での会話を文字化
して表示する透明
ディスプレイの運用
を開始しました。耳
の聞こえにくい人や

外国人とのコミュニケーションを支援するため
に導入したもので、障害者支援課と市民・国保
課の窓口に設置しています。
　これまでは、タブレット端末に文字化した会
話を表示していましたが、ディスプレイ越しに
相手の表情や手振りなどを確認できるようにな
り、対話のしやすさが向上。筆談や音声を聞き
取りやすくする装置などと組み合わせ、より来
庁しやすい環境を整えます。

透明ディスプレイで
コミュニケーションを支援

　「あやべ踊り」講習会（綾部公民館主催）
が７月12日、上野町の綾部小学校体育館で
開催。同校４年生約80人が、あやべ踊り保
存会（安藤和明会長）の会員10人から「あ
やべ踊り」を学びました。
　児童らは、会員の動きを手本に、踊りを
実践。太鼓の響きに合わせ「トコ ヤシトコ 
ヤシトコ ヤシトコセー」と掛け声を上げな
がら、熱心に踊っていました。

小学生があやべ踊りを体験

広報あやべ　　　　　　 2024.8

　市と市文化協会、府中丹文化事業団は７月21日、里町
の中央公民館で「伝統文化の体験フェア」を開催。子ど
もたちに伝統文化に触れてもらい、さらなる文化振興を
図ろうと、本年度初めて実施しました。
　当日は市内外の小中学生やその保護者が▽茶道▽キー
ハープ（大正琴）▽将棋▽浴衣の着付け▽習字―を体験。
子どもたちは、キーハープで流行の曲を弾いたり、将棋
の駒の動かし方を基礎から習ったりして、伝統文化を満
喫していました。着付けに参加した中筋小４年の本田理
紗さんは「自分で浴衣を着られるようになりたくて参加
しました。少し難しかったけど、家でも練習したい」と意欲を見せていました。

15

　市消防団東八田分団（荒井和広分団長）が今月25日、
丹波自然運動公園（船井郡京丹波町）で開催される、
第29回京都府消防操法大会の小型ポンプ操法の部に出
場します。７月12日、梅迫町の八田中学校で大会に向
けた訓練をスタート。岩本正信副市長や消防関係者、
地元住民などが出場選手らを激励し、荒井分団長が
「14人の要員が一丸となり、市の代表として恥じない
操法で上位を目指す」と力強く決意表明しました。
　同分団は３月から基礎体力づくりや自主訓練を続け
てきました。当日は府内市町村の代表チームと、消防
ポンプ操作の速さや正確性等を競います。温かいご声
援をお願いします。

東八田分団が府消防操法大会へ

　市は７月20日、青野町の市図書館で「なつのつどい」を
開催しました。人形劇には、多くの親子連れが参加。人形
劇「だるまちゃんとてんぐちゃん」のほか、大型絵本の読
み聞かせやエプロンシアター、腹話術、手遊びなどを楽し
みました。子どもたちは、一緒に歌ったり笑ったりしながら、
人形のコミカルな動きと演技に見入っていました。
　また当日は、ペットボトルを鳥かごに見立てた工作教室
も実施。カラフルなテープを使ったペットボトルの飾りつ
けや、紙の鳥の作成など、自分だけのオリジナル作品作り
に励みました。

図書館「なつのつどい」人形劇に歓声

伝統文化の体験フェアを初開催

広報あやべ　　　　　　 2024.8



124

小学生防災士が活躍
９月１日は「防災の日」。いざというときに身を守れるよう、防災を自分ごと
として考え、地域で備えることが大切です。今回の情報すくらんぶるは、全国
でも珍しい小学生防災士として、防災に関する情報を発信する松本龍心翔君
（11歳、物部町）を紹介します。

り　お　と

地域防災の一役担う

き
っ
か
け
は
台
風
７
号
災
害

　日
本
防
災
士
機
構
が
認
証
す
る
民
間

資
格
「
防
災
士
」。
防
災
の
知
識
や
技

能
を
持
ち
、
地
域
社
会
の
防
災
力
向
上

を
担
う
存
在
で
す
。
松
本
君
は
昨
年
11

月
、
府
内
最
年
少
（
当
時
10
歳
）
で
試

験
に
合
格
し
、
本
年
１
月
に
防
災
士
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　幼
い
頃
か
ら
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊

の
フ
ァ
ン
。
動
画
投
稿
サ
イ
ト
「
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
」
で
防
災
関
連
動
画
を
視
聴

し
て
い
た
と
き
に
防
災
士
の
こ
と
を
知

り
、
興
味
を
持
っ
た
と
い
い
ま
す
。
防

災
士
の
試
験
に
挑
戦
す
る
き
っ
か
け

は
、
昨
年
８
月
に
発
生
し
た
台
風
７
号

災
害
。
下
市
自
治
会
の
被
災
を
目
の
当

た
り
に
し
「
周
り
の
人
を
助
け
ら
れ
る

よ
う
に
」
と
勉
強
に
励
み
ま
し
た
。

親
子
で
防
災
新
聞
を
発
行

　防
災
士
と
し
て
の
最
初
の
活
動
は
、

４
月
に
行
わ
れ
た
地
元
・
上
市
自
治
会

の
防
災
訓
練
。
自
ら
講
師
と
な
り
、
地

域
の
危
険
箇
所
の
解
説
、
消
火
器
や
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
体
験
、
防
災
リ
ュ
ッ
ク

の
披
露
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
７
月
に

は
、
地
元
住
民
に
向
け
た
「
防
災
新
聞
」

の
発
行
を
開
始
。
同
時
に
防
災
士
の
試

験
に
合
格
し
た
母
・
真
紀
子
さ
ん
と
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
制
作
し
、本
紙「
ね
っ

と
」
に
挟
み
込
ん
で
上
市
自
治
会
の
住

民
に
届
け
て
い
ま
す
。
今
後
は
「
水
害

へ
の
備
え
も
呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
ま
す
。

　Ｆ
Ｍ
い
か
る
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ

ブ
の
会
員
に
勧
め
ら
れ
、
先
月
、
第
４

級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
の
資
格
を
取

得
。
市
消
防
本
部
が
運
営
す
る
「
少
年

少
女
消
防
ク
ラ
ブ
」
に
も
加
入
し
、
火

災
予
防
の
知
識
の
習
得
に
努
め
て
い
ま

す
。
11
月
に
は
、
市
職
員
を
講
師
に
招

き
防
災
講
座
を
開
催
す
る
計
画
。
学
ん

だ
知
識
を
家
族
や
地
域
の
防
災
に
生
か

し
、
災
害
時
に
助
け
合
え
る
環
境
を
つ

く
る―

。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
防
災
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
を
続
け
ま
す
。

防災のワークショップなどにも積極的に参加（手
前左）。隣は母の真紀子さん

手作りの「防災新聞」を手にする松本君。８月
号の紙面には「黒い雲や風が冷たくなったら、
早めに建物内に避難を」「熱中症に気を付けて」
などのメッセージが記されている

「
周
り
の
人
を
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
」
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